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2022 年 6 月 19 日能登地方の地震(M5.4)時に震度６弱を記録した 
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On June 19, 2022, an MJ 5.4 earthquake occurred in the Noto peninsula region of Ishikawa Prefecture. K-NET 
Shoin (ISK002) observed JMA seismic intensity of 6- during this earthquake, causing damage in the surrounding 
area. For investigating seismic amplification characteristics of this site, we conducted microtremor array surveys at 
ISK002, estimated shallow ground velocity structure model, and found the effect of shallow sub-surface velocity 
structure on the ground motion amplification. 
 
１．はじめに 

2022 年 6 月 19 日に石川県能登地方で MJ 5.4 の

地震が発生した。この地震で K-NET 正院(ISK002)

では震度６弱を観測し、周辺で被害が生じた。こ

の記録から周波数 1 Hz 程度が卓越していること

が見てとれた。 

一方、珠洲市の平野部では、1993 年能登半島沖

地震（MJ 6.6）において建造物被害等が発生した。

土質工学会・1993 年地震災害調査委員会(1993)で

は、単点微動調査による地盤の卓越周波数特性を

評価し、沖積層厚との関係の議論がなされていた。 

本研究では ISK002 において微動アレイ探査を

実施し、先行研究や当該地域の地質ボーリング資

料等を利用して、ISK002 の浅部地盤構造モデルを

推定するとともに、ISK002 の地震動増幅特性につ

いて議論を行った。 

 

２．微動アレイ観測 

 2022 年 8 月 22 日から 24 日にかけて、ISK002 付

近を含む珠洲市南部の平野部において微動アレイ

観測を行った。ISK002 付近では、半径 0.6 m から

308 m の 6 サイズで実施した。半径の小さい２サ

イズのアレイ観測には、白山工業製 JU410 を用い、

その他のアレイ観測はアカシ製の加速度計 JEP-

6A3と白山工業製ロガーLS-8800によるSMAR-6A3P

で行った。SPAC 法による解析により、低周波数側

は 0.6 Hz で位相速度 0.8 km/s 程度まで推定する

ことができた。 

 

３．浅部地盤構造モデルの推定と地震動特性との

関係 

先行研究（土質工学会・1993 年地震災害調査委

員会、1993）の地質断面図、この地域の表層地質

情報や、ボーリングデータベース（ほくりく地盤

情報システム）のボーリング地質柱状図を参考に

すると、この地域の工学的基盤は珪藻質シルト岩

で構成されていると考えられ、工学的基盤面以浅

の沖積層構造が地震動特性に影響を与えている可

能性が高い。そこで、得られた分散曲線から、工

学的基盤面以浅の速度と工学的基盤層厚をモデル

化することを目的として、浅部２層の速度と層厚

をモデルパラメータとして MCMC 法による推定を

行った。それらより下位の層は J-SHISV2 及び

JIVSM を参照して与えた。その結果、最表層（第１

層）は Vs = 160 m/s、層厚 46 m、第２層は Vs = 

660 m/s、層厚 475 m と求められた。沖積層と考え

られる第１層の層厚は観測点付近のボーリング柱

状図とも調和的であった。 

工学的基盤面以浅の増幅率を求めると、卓越周

波数は 1 Hz 付近となり、強震観測記録に現れてい

る卓越周波数と対応していることがわかった。 
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